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◆弊社マイコンボードとブルートゥース機器への接続 

 

 Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ⇔ＲＳ２３２Ｃ変換モジュールＡＫＣ１２１（㈱アーガイルホームテック Network 

Device（ネットワークデバイス）事業部）と弊社マイコンを接続します。もう１つのＡＫＣ１２１をパソ

コンのＲＳ２３２Ｃ端子に接続します。両者間をブルートゥース規格の無線で結び、データのやり取りな

どを行ってみます。 

 

 

 

 ＡＫＣ１２１はこれ以外に、マイコン間での接続も可能です。また、ＵＳＢ接続である同社ＡＫＣ２１

０への接続も可能です。 

 
◆準備 
  電源（ＡＭ－００２３８） ＡＫＣ１２１ ＤＣ変換プラグ    

      Ｊケーブル＋Ｄ－ｓｕｂ９（メス）   

  
   BCH83048ONE 

    

 ＡＫＣ１２１、電源（ＡＭ－００２３８）、ＤＣプラグ変換プラグ（ＡＣ－０００８８）、ＲＳ２３２Ｃ

クロスケーブル（ＡＲＳ２３２ＣＲＳ）がそれぞれ２セット必要です。 

 

 ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ、ＢＣＨ８３０５２等Ｅケーブルを使用するマイコンで実験する場合、Ｊケー

ブルがあると便利です。 

 クロスケーブルは本実験ではＤ－ｓｕｂ９ピンメスコネクタを４個購入し、自作しました。 

 電源は秋月通商のＡＣ ＡＤＡＰＴＥＲ ＧＰ０５－ＵＳ０５１０（センター＋、外周ＧＮＤ）も使用

できるようです。５Ｖ１Ａの容量です。 
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 ＡＫＣ１２１背面のＤＩＰ－ＳＷ １はＯＮに変更します。（ハードウエアフロー制御を行いません） 

 

 

 

◆接続回路図 

 
 接続回路はいたってシンプルです。弊社マイコン側は以下のように線を３本接続するだけです。 
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 パソコンとの接続も以下のように３本です。 

 

パソコン側４－６のショートを忘れないでください。 

 

◆設定 

 

 ハードウエアの接続が終わりましたらパソコンターミナルプログラムを立ち上げ、設定を行います。詳

細は販売会社から出ている以下の pdf ファイル クイックスタートファイルが便利です。 
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www.networkdevice.jp/bluetooth.docs/KC_121&111_starter_guide.pdf 
 

 本実験ではボーレートなどはデホルトより変更しませんので、ターミナルプログラムを 

ボーレート：１１５２００ｂｐｓ、データ：８ビット、パリティ：なし、ストップビット：１、フロー制

御：なしに設定するだけでＯＫです。 

 

◆接続概要 

 

 ２個のＡＫＣ１２１はそれぞれ違った固有のアドレスを持っています。接続を確立したいＡＫＣ１２１

側が目標とするＡＫＣ１２１のアドレスを設定して、ＯＫであれば接続が確立され、以降、データのやり

取りが可能となります。 

 ブルートゥースの細かい作業はＡＫＣ１２１が全て代行してくれます。 

 

◆パソコン側電源投入 

 

パソコン側の電源を投入し、接続が正常であれば図の上２行が表示されます。 

 

ＡＴ－ＺＶ －ＣｏｍｍａｎｄＭｏｄｅ－ 

ＡＴ-ＺＶ ＢＤＡｄｄｒｅｓｓ ０００４３ｅ２３５６ｃｆ 

 

０００４３ｅ２３５６ｃｆがこのＡＫＣ１２１固有のブルートゥースアドレスです。 

 
 

なお、この方法でもう１個のモジュールのアドレスも確認しておく必要があります。 
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◆マイコン側電源投入 

 

 マイコン側は以下のプログラムが書き込まれています。ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥボードが使用されてい

ますが、シンプルなので、他のマイコンにも応用できると思います。 

 

/* 

 BCH83048 bluetooth テスト１    

*/ 

 

#include "h8_300h.h" 

#include "SIO.h" 

 

 

void wait(unsigned short loop); 

 

 

int main(void) 

{ 

unsigned char cf; 

 

 SIO_init();  //SIO1 38400bps 

① init_SIO0_115k(); //SIO0 115Kbps 

 

//SIO0 CK 

 

 //ビュー側にプログラムの起動を表示 

  

 char_out1('T'); 

 char_out1('e'); 

 char_out1('s'); 

 char_out1('t'); 

 

 //ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥのＫＣ１２１からパソコン側のＫＣ１２１に接続を確 //立させる

ために 

 //ＳＰＰＣｏｎｎｅｃｔ接続コマンドとパソコン側のアドレスを送信している。 

  

② char_out0('A'); 

 char_out0('T'); 

 char_out0('+'); 

 char_out0('Z'); 

 char_out0('V'); 

 char_out0(' '); 

 char_out0('S'); 

 char_out0('P'); 

 char_out0('P'); 
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 char_out0('C'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('n'); 

 char_out0('n'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('c'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0(' '); 

 char_out0('0'); 

 char_out0('0'); 

 char_out0('0'); 

 char_out0('4'); 

 char_out0('3'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('2'); 

 char_out0('3'); 

 char_out0('5'); 

 char_out0('6'); 

 char_out0('c'); 

 char_out0('f'); 

 char_out0(0x0d); 

 

 cf = 0; 

  

③ //-BypassMode- 待ち '-'文字を探す 

 while(cf != '-') 

 { 

  cf = char_in0(); 

 } 

  

 //-BypassMode- 待ち '-'文字を探す 

 while(cf != '-') 

 { 

  cf = char_in0(); 

 } 

 

④ char_out0('B'); 

 char_out0('l'); 

 char_out0('u'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0('h'); 
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 char_out0(' '); 

 char_out0('C'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('n'); 

 char_out0('n'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('c'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0(' '); 

 char_out0('S'); 

 char_out0('u'); 

 char_out0('c'); 

 char_out0('c'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('s'); 

 char_out0('s'); 

 char_out0('!'); 

  

 

 

 

 while(1) 

 { 

  

  

  

 } 

 

   

} 

 

◆プログラム解説 

 

 ＡＫＣ１２１との接続はＳＩＯ０を使用しています。 

 

① init_SIO0_115k(); //SIO0 115Kbps 

 

 ＳＩＯ０をＡＫＣ１２１のデホルトであるボーレート１１５２００ＢＰＳに設定しています。 

② char_out0('A'); 

  ； 

 ＡＫＣ１２１に対して 

 

ＡＴ＋ＺＶ ０００４３ｅ２３５６ｃｆ [ ０ｘ０ｄ ] と設定しています。これはパソコン側のアド

レスを設定しているもので、うまく通信ができれば接続が確立されます。 
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③ //-BypassMode- 待ち '-'文字を探す 

 while(cf != '-') 

 { 

  cf = char_in0(); 

 } 

 

うまく接続できた場合、ＡＫＣ１２１は  

 

 

ＡＴ－ＺＶ ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＵＰ 

ＡＴ－ＺＶ －ＢｙｐａｓｓＭｏｄｅ－ 

 

とマイコン側に送信してきますので、それを確認するために－ＢｙｐａｓｓＭｏｄｅ－のはじめと終わり

の文字を見ています。実用機ではここにタイムアウトプログラムを挿入し、うまく接続できなかった場合

の処理を加えれば良いでしょう。 

 

④ char_out0('B'); 

 char_out0('l'); 

 char_out0('u'); 

 char_out0('e'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('o'); 

 char_out0('t'); 

 char_out0('h'); 

 char_out0(' '); 

 接続が確認できたので、パソコン側に Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ Ｃｏｎｎｅｃｔ Ｓｕｃｃｅｓｓ！と送

信しています。接続が確立できれば双方から全二重送受信が可能です。 
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◆どのくらいの距離で使用できるのでしょう？ 

 

 無線ですので、通信可能距離があります。鉄筋の建屋での実験では同じフロアーでは１０ｍ以上離れて

いても通信はできましたが、違う階の部屋同士ではＮＧでした。窓側とかに移動してもＮＧです。 

 

 以前評価したソケット社のアダプタは高価ですが、違う階同士の通信も可能でした。 

http://www.cfcompany.jp/shopdetail/003000000005/order/ 

 

 製品によっては到達距離を謳っているものもあります。 

http://www.ipenabled.com/bluetooth-rs232.html?source=goog&kw=bluetooth+rs232c&gclid=CI-i_KHw5I

sCFSgCTAodsFz0OA 

 

 ＡＫＣ１２１は調査した範囲では一番安価でした。設定に専用ソフトを必要としないので、専用ソフト

の使い方を覚える必要がありません。色々な無線でのコントロールに使えると思います。 

 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 
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